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「それじゃ遅い」「もっと早く来い」 

遅刻防止のためには 

法令違反も辞さない？ 
労働組合、怒りの 

労基署行動へ 

＠青梅駅連合分会 

「出勤確認時刻」に電話連絡や「指導」でノーペイ在社指示!? 

 
鉄道という仕事の特性上、出退勤の時間管理を厳しく指導するのは理解できます。 

しかし、当該職場では社員が各自で準備に必要な時間を確保するという「自衛策」

を講じているにもかかわらず、それすら否定し、「確認時刻」に在社を暗に指示する管

理者の言動を受けたとの声が多数聞かれてます。 

『この時間にいなきゃダメなの？』『この時間を意識して出勤せざるを得なくなった』 

労働基準監督署によれば「事業場の責任者から在社指示があれば、その時点で賃金

が発生する。」とのこと。個々の努力を見ずに、「常識」によるノーペイの遅刻対策

が、駅では強要されようとしています！ 

分会の掲示板より掲載内容を抽出。 

出勤遅延の続発を受け、誰でも閲覧できる業務

日誌への「出勤確認時刻」を記載したという。 

分会の指摘を受けて記号化したものの、社員からは

「何も変わってない」と苦笑が。 

管理する側の常識は「理不尽」で「非常識」の愚行ばかり 

私たち働く者の努力を正当に評価せよ！ 


